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プルトニウム利用推進による使用済燃料の減容、及び高速炉サイクルへのスムーズな移行への寄

与をめざした、四角格子燃料型の RBWR（四角格子 RBWR）を開発している。四角格子 RBWR は

現行 MOX 燃料よりも Pu 利用量を増加するとともに核分裂性 Pu の減損を抑制する。  
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1. 緒言 

Pu 装荷量を増加することで Pu 利用を促進しつつ、

使用済 MOX 燃料体数を削減するとともに、燃焼による

Pu-239 の減損を抑制することで長期保管後の Pu の再

利用性を高める四角格子 RBWR を開発中である[1]。 

 

2. 炉心特性 

図 1 に高燃焼度化を図った 12×12 格子燃料、及び開

発要素が少ない 10×10格子燃料の水平断面と炉心特性

を示す。いずれも国内 MOX 加工工場の事業許可上の制

限値であるペレット最高 Pu 含有率 18wt%以下で、国内

再処理工場フル稼働時に回収される 6.6t/年の Puの約半

分をフル MOX-ABWR 1 基で利用できる。 

 

3. 使用済 MOX 燃料特性 

 図 2 に使用済 MOX 燃料中 TRU の等価フィッサイル

の使用済燃料冷却期間による変化を示す。12×12 格子

燃料及び 10×10 格子燃料のいずれも、冷却期間が長期

化した場合でも、概ね高速炉[2]で必要となる等価フィ

ッサイルを維持できる。 

 

本報告は経済産業省補助事業「社会的要請に応える革新的な原子力技術開発支援事業」の成果を含む。 
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図１ 燃料集合体水平断面と炉心特性 

 
図 2 等価フィッサイルの変化 
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